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 【目的】  通所リハビリテーション（以下デイケア）では具体
的な目標を設定し、短期間で集中的に効率的なリハビリテー
ション（以下リハ）を提供する事で、利用者の社会参加へと
つなげていくことが平成27年度の介護報酬改定で求められ
ている。そこで今回、当施設の利用目標と社会参加に対する
意識調査を、当施設利用者へのアンケート結果から検討した。
 【方法】  対象は、平成28年6月20日現在に当施設の利用者
44名（男性20名、女性24名、平均年齢80.1歳、要介護度の
内訳は要介護1：9名、要介護2：15名、要介護3：13名、
要介護4：5名、要介護5：2名、長谷川式簡易知能評価ス
ケールにて21点以上、精神疾患・失語症を有しない者）とし、
1対1の問診形式でアンケート調査を行った。内容は、デイ
ケアを利用する目標やデイケアの継続理由、社会参加に対す
るイメージ等であり、複数回答可とした。また、基本属性や
利用期間をデイケア記録から調査した。
 【説明と同意】  本研究を施行するにあたり、ヘルシンキ宣言
に則って利用者に研究の趣旨を説明し同意を得た者を対象と
した。また、発表にあたり個人が特定できないように配慮した。
 【結果】  アンケートの結果、デイケアを利用する目標は、「身
体機能を治したい」、「筋力や体力をつけたい」84%、「歩け
るようになりたい」、「今の状態を維持したい」82%、「専門
のリハを受けたい」80%と続き、「痛みを治したい」68%、
「社会的活動ができるようになりたい」66%、「セルフケアが
出来るようになりたい」41%、「家事が出来るようになりた
い」32%であった。デイケアを利用する目標が達成できた場
合、「デイケアを終了しても良い」と回答した者は41%、「終
了したくない」45%、「どちらとも言えない」14%であった。
デイケアを継続したい理由は、「また動きにくくなったり痛
みが再発するのが怖いから」が75%と最も多く、「職員やな
じみの仲間がいるから」21%、「新しい目標が出来るから」、
「時間を持て余すから」14%と続いた。社会参加とはどのよ
うなイメージを持っているかという質問に対しては「考えた
ことがない」27%で、「社会参加は出来ない」、「趣味のこと
が出来る」、「仕事やボランティアをする」18%と続き、「自
分のことが出来る」9%、「家事が出来る」5%、「デイサービ
スへ行く」0%であった。また、デイケア記録より、利用期
間は「3年以上」32%、「1～3年」27%、「6か月～1年未満」
18%、「3か月未満」12%、「3～6か月」11%であった。

 【考察】  今回の調査では、デイケアを利用する目標は、「身
体機能を治したい」、「筋力や体力をつけたい」、「歩けるよ
うになりたい」、「今の状態を維持したい」といった機能的
な維持・向上を望む回答が多く、「専門のリハを受けたい」
といった意見もあった。また、目標を達成した場合でも、デ
イケアの利用を「終了したくない」という者は45%おり、
継続したい理由として、機能低下や痛みが再発するのではな
いかと不安を感じている者が多く、慢性疾患や疼痛を抱える
中、継続してリハ専門職との関わりを求めているものと考え
る。平成27年度の介護報酬改定により、デイケアでの目標
達成後にデイサービスなど次の居宅サービスや、行政のサー
ビス等、社会参加に資するサービスに移行することで評価
（社会参加支援加算）されることとなったが、今回の調査対
象者の利用期間は、1年以上利用している者が59%で最長9
年の利用者もいた。以前から当施設でも長期間の利用者に対
する目標設定やデイケアを終了（卒業）する難しさを課題に
感じていた。今回、「社会参加についてどのようなイメージ
を持つか」という設問では、「考えたことがない」が27%
で最も多く、「趣味」や「仕事」、「ボランティア」をする
といった回答がある一方で、「デイサービスを利用する」と
いう回答は無く、「社会参加は出来ない」といった回答がみ
られた。今回の結果から、デイケア利用者には、ADLや
IADLが向上し、デイサービスに移行するといったことも社
会参加に含まれることや、リハを終了（卒業）するといった
概念はまだまだ浸透していないものと考える。社会参加を促
していくためには、利用者、家族、サービスに携わる関係者
が具体的な目標設定をし、それを共有化するとともに、受け
皿となる地域資源、支援サービスの充実も必要であろう。
【理学療法研究としての意義】 今回デイケア利用者の意識調
査を行うことで、介護報酬改定で示された展望と利用者の意
識との間には相違があることが分かり、社会参加を促してい
くための一助となる。

当院通所リハビリテーション利用者の利用目標と社会参加に対する 
意識調査

○山本 一平 （やまもと いっぺい） ，橋本 裕一，川崎 怜美，中嶋 遥佳，藤原 旭紘， 
山名 孝治，千葉 啓輔，原 翔太，白沢 ゆかり，中島 慎一郎
 中島整形外科 通所リハビリテーション デイケアあおいとり 

Key word：通所リハビリテーション，社会参加，意識調査

口述第2セッション　［ 生活環境支援 ］


